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第4次

総合5

か年計

画を発

表

文化

の香

る街

づく

りを

目指

して

「
二
十
一
世
紀
の
森
と
広
場
」
の
開
放

二
千
人
程
度
収
容
の
文
化
会
館
の
建
設

松
戸
市
は
、
第
四
次
総
合
五
か
年
計
画
（
六
十
四
年
度
か
ら
六
十
八
年
度
）
を
策
定
・
発
表

し
ま
し
た
。
今
回
の
計
画
は
、「

物
の
豊
か
さ
」
か
ら
「
心
の
豊
か
さ
」
へ

、
真
の
生
き
が
い
の

あ
る
生
活
に
向
け
て
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
標
に
、
二
十
一
世
紀
を
展
望
し
た
「
ー
二
十
一
世
紀

を
め
ざ
し
て
ー
松
戸
わ
が
ま
ち
プ
ラ
ン
」
を
タ
イ
ト
ル
に
し
て
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

二
十
一
世
紀
の
森
と
広
場
の
部
分
開
放
、
文
化
会
館
の
建
設
な
ど
文
化
の
香
る
街
づ
く
り
を

目
指
し
た
事
業
、
施
策
を
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

松
戸
市
は

、
西
歴
二
〇
〇
〇

年

を
目
指
し
た
長
期

構
想
を
策
定
し
、

将
来
都
市
像
を
描
き
、
そ
の
実
現

に
向
け
て
、

第
一
次
～

第
三
次
五

か
年
計
画
を
行

っ
て

き
て

い
未
了
。

四

十
九
年
か
ら
実
施
さ
れ
て
い

る
第
一
次
、
第
二
次
総
合

五
か

年

計
画
で
は
、
プ
レ
ハ
ブ
教
室
解
消
、

小
・
中

学
校
の

新
増
設
、
衛
生
処

理
施
設
の

建
設
、
市
立
病
院
改
築

増
床
な

ど
を
中
心
に

、
急
激
な
人

口
増
に
よ

る
歪
の

是
正

を
行
っ
て

き
ま
し
た

。

人
口
増
の

落
ち

着
き

が
見
ら

れ

た

第
三
次
総
合
五
か
年
計
画
で
は
。

心
の
か
よ
う
活
力
あ
る
生
活
都

市
を
掲
げ
、
都
市
基
盤
整
備
を
中

心
に

、
各
地
区
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

セ
ン
タ
ー
の
建
設
、

福
祉
行
政
な

ど
に
力
を
入
れ
て
、
事
業
、
施
策
を

遂
行
し
て

き
て

い
ま
す
。

今
年
度
、
そ
の
五
か
年
計
画
の

最
終
年
次
、
計
画
完
遂
に
向
け
て

事
業
が
進
め
ら
れ

て
い

る
最
中
、

第
四
次
総
合
五
か
年
計
画

が
準
備

さ
れ
て
き
ま
し
た

。

昨
年
度
に

、
今
、
市
民
が
何
を
思

い
、
何
を
願

っ
て
い

る
の

か
を
把

握
す

る
た
め

、
一
万
人

を
対
象
と

し

た
「
市
民
意
識
調
査
」
を

実
施
。

今
年
に
入
り
各
地
区
で

「
市
民

会
議
」
を
開
催
。
市
民
の
市
政
に

対
す

る
要
望
提
案
な
ど
を
反
映
さ

せ
幅
広
い
内
容
か
盛
り
込
ん
だ

施
策
概
要
に
な

っ
て

い
ま
す

。

″
物
の
豊
か
さ
″
か
ら

″
心
の
豊
か
さ
″
へ

第
四
次
総
合
五
か
年
計
画
で
は

「
物
の
豊
か
さ
」
か
ら
「
心
の
豊

か
さ
」
へ
、
真
の
生
き
が
い
の
あ

る
生
活
に
向
け
て
の
ま
ち
づ
く
り

を
目
標
に
、
最
終
年
度
で
は
四
十

七
万
八
千
人
を
計
画
人
口
と
し
て

策
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
五
か
年
計
画
は
、
「
ー
ニ

十
一
世
紀
を
め
ざ
し
て
匚
松
戸
わ

が
ま
ち
プ
ラ
ン
」
を
タ
イ
ト
ル
に
、

五
本
の
柱
（
左
参
照
）
の
施
策
の

体
系
か
ら
で
き
て
い
ま
す
。

計
画
全
体
の
施
策
の
方
向
性
で

は
、
こ
れ
か
ら
迎

え

る
高
齢
社
会

に

対
応
す
る
た
め
の

「
高
齢
化
」

二
十
一
世
紀
の
森
と
広
場
の

部
分

開
放
、
坂
川
清
流
復
活
な
ど

、
街

と
調
和
し
た
美
し
い
緑
、
ふ
れ

あ

い

の
あ
る
水
辺
の
創
造
を
目

指
し

た
「
親
緑
・
親
水
」
、
女
性
の

自
立

と
社
会
参
加
、
平
和
意
識
の

啓
発

な
ど
、
能
力
と
活
力
を
発
揮
で
き

る
環
境
つ
く
り
の
た
め
の
「
女
性

の
地
位
向
上
」
な
ど
九
項
目
が
打

ち
出
さ
れ
て

い
未

了
。

開放がまたれる21世紀の森と広場

21世紀をめざして

松戸わがまちプラン

健
や
か
で
ぬ
く
も
り
の
あ
る
ま
ち

（
市
民
福
祉
都
市
を
め
ざ
し
て
）

心
豊
か
な
う
る
お
い
を
感
じ
る
ま
ち

（
市
民
文
化
都
市
を
め
ざ
し
て
）

緑
あ
ふ
れ
る
こ
こ
ち
よ
い
ま
ち

（
親
緑
快
適
都
市
を
め
ざ
し
て
）

安
心
で
く
ら
し
や
す
い
ま
ち

（
自
立
安
全
都
市
を
め
ざ
し
て
）

活
力
に
満
ち
た
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち

（
活
力
生
活
都
市
を
め
ざ
し
て
）

二
十
一
世
紀
を
目
指
し
て

松
戸
わ
が
ま
ち
プ
ラ
ン

37万

人の署

名集ま

る

地下鉄１
１号線松
戸延伸早
期実現に
向けて住民決起大会

に参

加し

よう

一
日
も
早
く

混
雑
会
話
を

常
磐
線
の
混
雑
緩
和
は
松
戸
市

民
の
願
い
で
す
。

八
月
十
一
日
か
ら
、
地
下
鉄
十

一
号
線
松
戸
延
伸
早
期
実
現
に
向

け
て
行
わ
れ
た
署
名
運
動
は
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
得
て
、

三
十
七
万
余
の
署
名
が
集
ま
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
当
初
目
標
で
あ
る
三

十
五
万
人
を
は
る
か
に
上
ま
わ
る

も
の
で
す
。

多
く
の
賛
同
か
得
て
、
集
ま
っ

た
署
名
を
も
っ
て
、
十
一
月
八
日

に
は
、
市
民
会
館
で
、
国
会
議
員

帝
都
高
速
度
交
通
営
団
総
裁
、
千

葉
県
知
事
、
沿
線
の
都
内
三
区
長

等
の
出
席
を
い
た
だ
き
一
日
で
も

早
く
十
一
号
線
が
松
戸
ま
で
延
び

る
よ
う
に
訴
え
る
住
民
決
起
大
会

を
開
催
し
ま
す
。

一
人
で
も
多
く
の
市
民
の
皆
さ

ん
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時
＝
十
一
月
八
日
（
火
）
午
後

三
時
開
場

会
場
…

市
民
会
館

詳

細
・
＝
企
画
課

心
豊
か
な
ろ
る
お
い
を
感
じ
る
ま
ち
な
ど

五
本
の
柱
を
中
心
と
し
た
事
業
・
施
策

来
年
度
か
ら
始
ま
る
第
四
次
総

合
五
か
年
計
画
は
、
松
戸
市
基
本

構
想
の
将
来
都
市
像
で
あ
る
文

化
的
で
緑
豊
か
な
住
み
よ
い
活
気

の
あ
る
都
市
”
を
目
指
し
た
、
文

化
の
香
る
街
づ
く
り
か
主
に
し
た

事
業
・
施
策
か
盛

り
込
ん
で
い
ま

す
。主
な
事
業
・
施
策
は
次
の
と
お

り
で
す
。

市

民
福
祉

都
市
を
め
ざ
し
て
・・

市

立
病
院
附

属
病
院
・
老
人
保

健

施
設
の
建
設
。
保
健
セ
ン
タ

ー
の

設
置

市
民
文
化
都
市
を
め
ざ
し
て
…

二
千
人
程

度
収
容
で
き

る
文
化

会
館
の
建
設

。
音

楽
ホ
ー
ル
の

設
置
。
美
術
館
と
郷
土

博
物
館

の
建
設

親
緑
快
適
都
市
を
め
ざ
し
て

＝

市
民
の

憩
い

の
場
と
し
て
部
分

開
放
間

近
か
な
、
二
十
一
世
紀

の
森
と

広
場
の
整
備
。
昔
の
坂

川

を
呼
び
戻
す
坂
川
清
流
復
活

事
業
。
歴

史
公
園
の
開
園
と
徳

川
昭

武
公

資
料
館
の
設
置
。
下

水
道
普
及

率
五

〇
％

を
目
指
し

た
下

水
道
整
備
の

推
進
。

自
立
安
全

都
市
を
め
ざ
し
て

：

松
戸
駅
を
中
心

と
す

る
市
街
地

整
備
の
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン

の
策

定
。
北
総

開
発
鉄
道
に

と
も
な

う
土
地
区
画

整
理

事
業
。
松
戸

駅
周
辺
な
ど
の
再

開
発
事
業
の

促
進

。
北
小

金
駅
南
口
再
開
発

事
業
の
完
成

活
力
生
活
都
市
を
め

ざ
し
て
：

松
戸
駅
周
辺
商
業
の
活

性
化
促

進
。
（
仮

称
）
歴
史
の
散
歩

道
の

設
定

詳
細
・
：
企
画
課



自
分
だ

け

便
利
な
ら
い

い
の
？

放
置
自
転
車
を
な
く
そ

う

クリーン

キャンペーン

実施中

歩
行
者
や
車
の
通
行
を
妨
げ
、
思
わ
ぬ
事
故
を
も
引
き
起

こ

す
放
置
自
転
車
は
、
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
は
、
条
例
を
設
け
て
、
放
置
防
止
に
努
め
る
一
方
、
自

転
車
駐
車
場
を
計
画
的
に
整
備
し
て
い
ま
す
が
、
利
用
者
の

増
加
に
な
か
な
か
追
い
つ
か
な
い
の
が
現
状
で
す
。

も
う
一
度
、
放
置
自
転
車
の
問
題
を
考
え
て
み
ま
し
よ
う
。

市
安
全
課
で
は
、
十
月
に
、
自

転
車
駐
車
場
の
利
用
率
と
放
置
自

転
車
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
五
十
二
力
所

三
万
四
千
四
百
九
十
台
（
バ
イ

ク
を
含
め
る
と
三
万
九
千
二
百
十

二
台
の
収
容
能
力
に
対
し
て
、

三
万
八
百
六
十
六
台
の
利
用
か
お

り
、
利
用
率
は
八
九
・
五
％
で
し

た
。こ
の
数
字
だ
け
を
見
る
と
、
自

転
車
駐
車
場
の
数
は
足
り
て
い
る

よ
う
に
思
え
ま
す
が
、
実
際
は
、

放
置
自
転
車
が
六
千
百
三
十
七
台

も
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
。

自
転
車
駐
車
場
の
利
用
率
ほ
ま

ち
ま
ち
で
す
。
一
七
〇
％
以
上
と

い
う
と
こ
ろ
も
あ
れ
ば
、
収
容
台

数
を
は
る
か
に
下
回
っ
て
い
る
と

こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

自
転
車
駐
車
場
が
数
力
所
あ
る

場
合
、
駅
に
一
番
近
い
駐
車
場
が

満
杯
で
あ
ふ
れ
出
て
い
る
の
に
、

ち
ょ
っ
と
離
れ
た
駐
車
場
は
カ
ラ

カ
ラ
と
い
う
現
象
が
起
こ
っ
て
い

ま
す
。
込
み
合
う
駐
車
場
で
は
、
自
転

車
が
通
路
に
ま
で
置
か
れ
、
出
し

入
れ
に
も
苦
労
す
る
始
末
で
す
。

少
し
で
も
駅
に
近
い
と
こ
ろ
に

止
め
た
い
と
い
う
気
持
ち
は
分
か

り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
が
一
力
所
に

集
中
し
た
の
で
は
、
対
処
し
き
れ

ま
せ
ん
。

再
び
増
え
る
放
置

「
放
置
自
転
車
防
止
条
例
」
が

施
行
さ
れ
て
か
ら
、
駅
前
な
ど
に

放
置
さ
れ
た
自
転
車
は
、
市
が
撤

去
・
移
送
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。条
例
が
で
き
た
昭
和
五
十
九
年

度
に
、
移
送
保
管
さ
れ
た
放
置
自

転
車
は
一
万
二
千
三
十
七
台
で
し

た
。当
時
、
二
万
七
千
九
百
四
十
五

台
だ
っ
た
収
容
能
力
も
、
駐
車
場

の
増
設
で
大
幅
に
伸
び
、
移
送
保

管
さ
れ
る
自
転
車
は
、
六
十
年
度

に
一
万
一
千
八
十
八
台
、
六
十
一

年
度
に
九
千
八
百
八
十
二
台
と
、

減
る
傾
向
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
六
十
二
年
度
に
は
、

一
転
し
て
一
万
二
千
六
百
四
十
九

台
と
増
加
、
六
十
三
年
度
も
九
月

末
現
在
で
、
前
年
同
期
と
比
べ
て

七
％
も
増
え
て
い
ま
す
。

新
し
く
駐
車
場
が
で
き
た
り
、

増
設
さ
れ
た
り
す
る
と
、
今
ま
で

自
転
車
を
利
用
し
な
か
っ
た
人
ま

で
殺
到
す
る
か
ら
で
し
ょ
う
。

か
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
に
、
駐
車
場
の
管
理
費
と

放
置
自
転
車
の
撤
去
や
移
送
な
ど

の
費
用
は
、
年
間
約
一
億
二
千
万

円
に
も
上
り
ま
す
（
一
台
当
た
り

約
三
千
巴

。

自
転
車
駐
車
場
の
増
設
と
利
用

者
の
伸
び
は
、
イ
タ
チ
ご
っ
こ
の

繰
り
返
し
で
す
。

地
価
の
急
激
な
高
騰
で
、
駅
周

辺
の
土
地
の
確
保
は
、
非
常
に
難

し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

市
も
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
自
転

車
利
用

状
況

を
調
査
し
、
計
画
的

な
駐

車
場
の

建
設
を
検
討
し
な
け

れ

ば
な
り
ま
せ

ん
が
、
費
用
の
面

か
ら
い

っ
て

、
難
し
い

の
が
現
状

で
す

。

駅
か
ら
近
い
人
は

歩
い
て

い
た

だ
い

た
り
、
自
転
車
を
利
用

す
る

人
も
、
お
っ
く
う
が
ら
ず
、
す
い
て

い
る
駐
車
場
を

使
っ
て

い
た
だ
く

な
ど
、
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願

い
し

ま
す
。

放
置
自
転
車
を
な
く
し
て

、
安

全
で

住
み
よ
い
街
に
し
ま
し

ょ
う
。

1
台
分
の
建
設
費

約
5
万
1
千
円

昭
和
四
十
九
年
か
ら
建
設
が
始

ま
っ
た
自
転
車
駐
車
場
も
、
現
在

で
は
市
内
十
六
駅
す
べ
て
に
整
備

さ
れ
、
五
十
二
ヵ
所
・
三
万
九
千

二
百
十
二
台
分
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
建
設
費
用
は
、
ざ
っ

と
二
十
億
円
。
一
台
当
た
り
に
換

算
し
て
み
る
と
約
五
万
一
千
円
か

駅
周
辺
に
無
秩
序
に
放
置
さ
れ

る
自
転
車
は
、
大
き
な
社
会
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
に
、
広
く
放
置
自
転
車

問
題
を
訴
え
る
た
め
、
十
月
一
日

～
十
一
月
三
十
日
の
間
「
駅
前
放

置
自
転
車
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」

を
実
施
中
で
す
。

こ
れ
は

、
首
都
圏
放
置
自
転
重

対
策

協
議
会

と
連
携
し
た
千
葉
県

自
転
車

等
問
題
対
策
委
員
会
が
、

関
係
機
関
・
団

体
と
協
力
し
て
行

う
も
の
で
、
十

一
月

十
一
日
（
金

）

～
十
七
日

采

）
は

強
調
週

間
と
た

っ
て

い
ま
す
。

松
戸
市
で
も
、
松
戸

・
松
戸

東

両

警
察
署
の
協
力
で

、
放
置

防
止

の

呼
び
掛
け
、
チ
ラ
シ
な

ど
の
配

布
、
放
置
自
転
車
・

バ
イ

ク
の

撤

去

・
取
り
締
ま
り
を
行
う
予

定
で

す

。

▽

詳
細
…
安
全
課
安
全
係

駅前放置自転車

ｸﾘｰﾝｷ ャンペーン

守ります

走るルールに 置くﾏﾅｰ

市
内
の
小
・
中
学
校
で
、
十

月
十
七
日
か
ら
十
一
月
十
四
日

に
か
け
て
、
モ
ア
レ
法
に
よ
る

脊
柱
側
弯
症
検
診
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

脊
柱
側
弯
症
は
、
脊
柱
が
側

方
に
湾
曲
す
る
こ
と
に
よ
り
生

じ
る
疾
患
で
す
。
原
因
は
ま
だ

不
明
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
症

状
が
発
生
し
悪
化
し
て
い
く
時

期
と
適
切
な
予
防
的
治
療
が
行

え
る
期
間
か
成
長
期
と
重
な
る

典
型
的
な
子
ど
も
の
病
気
の
た

め
、
早
期
発
見
、
早
期
治
療
が

大
切
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

モ
ア
レ
法
検
診

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
視
触

診
に
よ
り
早
期
発
見
、
早
期
治

療
に
努
め
て
き
ま
し
た
が
、
よ

り
確
実
に
脊
柱
側
弯
症
を
発
見

す
る
た
め
に
、
今
年
度
か
ら
モ

ア
レ
法
に
よ
る

検
診
を
行
う
こ

と
に
な
り
ま
し

た
。検
診
は
、
脊

柱
側
弯
症
を
早
期
に
発
見
す
る

た
め
に
、
身
長
の
伸
び
が
著
し

く
な
る
小
学
校
五
年
生
と
、
最

も
発
育
が
良
く
脊
柱
側
弯
症
の

進
行
が
著
し
い
中
学
校
一
年
生

を
対
象
に
行
い
ま
す
。

検
診
に
用
い
ら
れ
る
モ
ア
レ

法
は
、
背
中
に
幾
何
学
的
に
規

則
正
し
い
シ
マ
状
の
模
様
を
写

し
、
第
七
頚
椎
と
尾
骨
を
結
ぶ

線
を
中
心
と
し
て
左
右
対
象
で

あ
る
か
ど
う
か
を
調
べ
る
方
法

で
す
。
正
常
な
場
合
に
は
左
右

対
象
に
写
り
ま
す
が
、
異
常
が

見
受
け
ら
れ
た
場
合
に
は
、
さ

ら
に
低
線
量
Ｘ
線
撮
影
に
よ
り

二
次
検
診
を
行
い
、
脊
柱
の
側

弯
の
程
度
を
調
べ
、
対
象
者
に

は

管
理

指
導
を
徹
底
し
て

早
期

治
療
を
図

る
な
ど
、
市
は
、
児

童
・
生
徒
の

健
康
管
理

の
充
実

を
日
指
し
て
い

ま
す

。

マ

詳
細
＝
・
保
健
体
育
課
保
健
係

モ
ア
レ
法
に
よ
る

脊
柱
側
弯
症
検
診
始
ま
る

(モアレ法検診)

背中に特殊な光

線を当て、現わ

れたシマ模様を

見て検査します

私
立

中
部
小
付
属

小
金
小
附
属

幼
稚
園
児
募
集

昭
和
六
十
四
年
度
の
中
部
小
附

属
幼
稚
園
、
小
金
小
附
属
幼
稚
園

の
園
児
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員
・
＝
中
部
小
附
属
幼
稚

園

二
百
人
、
小
金
小
附

属
幼

稚
園
Ｌ

百
六
十
人

（
い
ず
れ

も

一
年
保
育
）

入
園
資
格
・
・・
市
内
に
住
所
を
有

す

る
五
十
八
年
四

月
二
日
～
五

十

九
年
四
月

一
日
生
ま
れ
の
幼

児受
付
日

時
…
十

一

月

十

六

日

（
水
）
・
十
七
日
采
）
、
午
後
一

時
三
十
分
～
四

時

受

付

場

所
・・
・
学

務
課

ま

た

は

各

幼

稚

園

入

園

を

希

望

す

る
幼

児

の

住

民

票

一

通

と

印

鑑

が
必

要

で

す

。

選

考
・
＝
面

接

で

面

接

日

時
・
・・
中

部

小

附

属

幼

稚

園
Ｌ
十
二
月
七
日
（
水
）
午
前
九

時
か

ら

、

小

金

小

附

属

幼

稚

園

十

二

月

五

日
（
月

）
午

前

九

時

か

ら

保

護

者
は

必

ず

受

付

票

を

持

参

の

う

え

、
入

園

希

望

の

幼

児

同

伴

で

お

い

で

下

さ

い

。

欠

席

ま

た

は

遅

刻

す

る
場

合
は

、

あ
ら
か
じ
め
幼
稚
園
に

連
絡
し

て
下

さ
い
。

費
用
：
入
園
に
際
し
て
、
入
園

料
（
現
行
三
千
円
）
と
帽
子
・

ス
モ
ッ
ク
・
上
履
き
代
な
ど
で

一
万
八
千
円

程
度
。
こ
の
ほ
か

毎
月
、
保

育
料
（
現
行
六
千
円
）

・
Ｐ

Ｔ
Ａ
会
費
・
給
食
費
・
絵
本

代
な
ど
で
一
万
円
程
度
必
要
で

す
。

詳
細
学
務
課
学
務
係
ま
た
は

中
部
小
附
属
幼
稚
園

公
6
3－
2

5
6
9

番
・
小
金
小
附
属
幼

稚

園
四
4
1
1
2
0
0
3

番

ご利用ください　国民金融公庫

年末資金の融資

融資額…3,500万円以内（特定

設備資金は4,500万円以内）

期間…運転資金５年以内（必

要に応じ７年）､設備資金10年

以内（特定設備資金は20年）

利率…年5.7％

連帯保証人１人以上、担保が

必要な場合もあります。

国の進学ローン

融資額…１人100万円以内

融資期間…５年以内

利率…年5.7%  (R 定)

保証…保証人または(財)進学

資金保証基金

返済方法…毎月、元利均等返

済

取扱期間…64年４月まで

育 児 講 座

期 日 時間 内 容 講 師

11/12

出 午

後
２

時
Ｓ
４

時

１歳児の心の

発達としつけ

日本総合

愛育研究所

☆美智子氏

64年

2/18
山

２歳児の子供

と遊びについ
て

3/11

口

２歳児のもの

発達としつけ

会場…松戸ひばり保育園（三

ヶ月350-3)

費用…無料

申込み…電話で松戸ひばり保

育園046-0336 番へ

パートタイマー

職業教室

日時…11月９日(水)午後１時

30分から

会場…婦人会館４階ホール

定員…50人

費用…無料･

申込み…電話で松戸公共職業

安定所S62-6106 番へ

市立保育所臨時保母募集

職種…代替保母（保母有資格

者）､勤務時間は午前８時30分

～午後５時（土曜日は午前８

時30分～午後Ｏ時30分）

勤務…名簿登録をして、住所

地近くの保育所に必要が生じ

た場合

詳細…保育所課保育指導係

洗剤は石けんなど無リンのものを使おう

とり戻そう きれいな川



64年度

保
育
所
（
園
）
入
所
案
内

入

所

要

件

入
所
で
き
る
の
は
児
童
の
保
護

者
の
い
ず
れ
も
が
、
次
の
要
件
に

該
当
す
る
こ
と
に
よ
り
児
童
を
保

育
で
き
な
い
場
合
で
す
。

①
昼
間
に
家
庭
外
見

定
時
間
以

上
労
働
を
し
て
い
る

②
昼
間
に
家
庭
内
で
児
童
と
離
れ

て
日
常
の
家
事
以
外
の
労
働
を

し
て
い
る

③
妊
娠
中
ま
た
は
、
出
産
後
間
か

な
い

④
疾
病
・
負
傷
ま
た
は
心
身
に
障

害
を
有
し
て
い
る

⑤
長
期
に
わ
た
る
病
人
や
心
身
に

障
害
の
あ
る
同
居
の
親
族
を
常

時
介
護
し
て
い
る

⑥
震
災
、
風
水
害
、
火
災
そ
の
他

災
害
の
復
旧
に
あ
た
っ
て
い
る

※

保
護
者
以
外
に
、
児
童
の
保

育
が
可
能
な
場
合
は
除
き
ま
す

児
童
が
集
団
保
育
に
不
適
当

と
認
め
ら
れ

る
時
は
入
所
で
き

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

二
人
以
上
の
就
学
前
児
童
が

い
る
時
は
、
そ
の
全
員
の
入
所

申
請
が
な
け
れ
ば
原
則
と
し
て

入
所
で
き
ま
ん
。

マ
受
付
期
間
＝
十

一

月
十

七
日

采

了

三
十
日
（
水
）

受
付
場
所
・
・
・
福
祉
事
務
所
市

役
所
別
館

二
階
）

申
請
書
の
配
布
＝
十
一
月
七
日

（
月
）
か
ら

福
祉
事
務
所
ま
た
は

各
保

育
所
（
園
）
で

申
請
書
に
付
い
て
い

る
説
明
書

を
よ
く
読
ん
で

書
類
を

提
出
し

て

下
さ
い

。
現
在
入
所
中
の
人
、

入
所
申
請
中
の
人
で

、
六

十
四

年
度
も
引
き
続
き
入
所

を
希
望

す
る
時
は
新
た
に
申
請
し
て
下

さ
い
。

入
所
通
知
・
＝
訪
問
調
査
、

書
類

審
査
を
し
、
六
十
四
年
三
月

中

旬
ま
で

に
通
知
に
ま

す

。

詳
細
・・
福

祉
事
務
所
福
祉
係

市内認可保育所（園）一覧
(63年11月１日現在)

保育所(【召)名 定員 年 齢資格 所 在 地

松 戸 学 園 個 60 １ 歳 小山34

つ ぼ み 保 育 園 社福 35 産 休 明 上矢切1101-2

松 戸 南 保 育 園 社福 60 産 休 明 小山523-5

小 羊 保 育 園 社福 150 産 休 明 上矢切113

梨 香 台 保 育 所 市 150 ６ヵ月 高塚新田494-9
二十 世紀ヶ 丘保育所 市 140 ６ヵ月 二十世紀が丘戸山叨73
平 和 保 育 園 社福 120 産 休 明 岩 瀬608-6

野 菊 野 保 育 園 社 福 100 産 休 明 野菊野5

松 ヶ 丘 保 育 所 市 120 ６ ヵ 月 松戸 新田554-2

上 本 郷 保 育 園 社福 90 産 休 明 上 本郷2292

北 松 戸 保 育 所 市 120 ６ ヵ 月 上本郷3870

北 松 戸 第 二 保 育 所 市 90 ６ヵ月 上 本郷3602
稔台保育園 社 福 150 産 休 明 稔台610-1

松 戸 乳児 セ ン タ ー 社 福 30 産休明３歳末満 松戸 新田597

子すゞめ保育園 社 福 110 産 休 明 日 暮566

八 景 台 保 育 園 社福 120 産 休 明 松戸新田605-58

八 柱 保 育 所 市 150 ６ヵ月 日 暮187-1
金 ヶ 作 保 育 園 社福 90 産 休 明 金ヶ作306

三 空 保 育 園 社福 120 産 休 明 金ヶ 作216-10

常 盤 平 保 育 所 市 90 １ 歳 常盤平西 窪町11-7

パ ン ダ 保 育 所 市 160 ６ 力 月 常盤平3 丁目25

牧 の 原 保 育 所 市 150 ６ 力 月 牧の原2-6

松 飛 台 保 育 所 市 120 ６ヵ月 日 暮820-19
六 実 保 育 所 市 150 ６ヵ月 六高台1 丁目40
さ わ ら び 保 育 園 社福 30

産休明
３ 直歳 未 満 栄町3 丁目183

古 ヶ 崎 保 育 所 市 110 ６ヵ月 古ヶ崎4丁目3617
古 ヶ 崎 第 二 保 育 所 市 90 ６ヵ月 古ヶ崎1-2994
い わ き き 保 育【召 社福 90 産 休 明 三村新田44

け や き の 森 保 育 園 社福 100 産 休 明 中 和倉331

松戸ひばり保育園 社福 30 産 休
明

31歳未満
三ヶ 月350-3

馬橋保育所 市 70 ６ヵ月 三ヶ 月1534
馬 橋 西 保 育 所 市 150 ６ヵ月 西馬橋広手町123
新松戸 ベビ ーホーム 社福 30 産 休 明３ 歳 末 満 新松戸6-118-1

新 松 戸 中 央 保 育 所 市 140 ６ヵ月 新松戸3-111
新 松 戸 南 部 保 育 所 市 140 ６ヵ月 新松戸南2-17
新 松 戸 北 保 育 所 市 110 ６ヵ月 新松戸ﾌｰ145
小 金 西 保 育 所 市 90 ６ヵ月 横須賀253-3
小 金 北 保 育 所 市 140 ６ 力 目 中金杉3 丁目192

小 金 保 育 所 市 70 ６ヵ月 小金444
さ く ら 保 育 園 社福 110 産 休 明 小金原4 丁目37-15

若 芝 保 育 園 社福 30 産 休 明
3歳未満 小金原8 丁目19-20

小 金 原 保 育 所 市 100 ６ヵ月 小金原6 丁目4-2
コアラ保育所 市 160 ６ ヵ 月 小金原4 丁目6

貝 の 花 保 育 所 市 90 ６ヵ月 小金原8-11-1

設置主体：「個」は個人立、「社福」は社会福祉法人立、「市」は市立

１１月

９日は11

9番

の日

消防とあな

たを結ぶ
ホットライ

ン 一
一
九
番
を
正
し
く
利
用
し
て

も
ら
う
た
め
に
、
市
消
防
局
で
は
十
一
月
九
日
を

一
一
九
番
の
日
」
と
し
て
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。

一
一
九
番
は
、
市
民
と
消
防
と
を
結
ぶ
「
生
命
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
Ｌ
で
す
。

緊
急
性
の
な
い
場
合
に
は
、
市
消
防
局
の
一
般
加
入
電
話
や
各
種
テ
レ
ホ
ン
サ
ー

ビ
ス
な
ど
を
ご
利
用
下
さ
い
。

市
消
防
局
で

は
、

毎
年
十
一
月

九
日
を
「
一
一
九
番
の
日
」
と
し

て

、
正
し
い
一
一
九
番
の
利
用

を

Ｐ
Ｒ

し
て

い
ま
す
。

六
十
二
年
中
に
、

市
消
防
局
で

受
信
し
た
一
一
九

番
通
報
は
、
一

万

四
千
六
十
五
件
で

、
一
日
平

均

約
三
十
八

件
と
な

皇

子

。

そ
の
う
ち
、
火
災
や
救
急
な
ど

の

災
害
通
報
は
八
千
九
百
五
大

件
（
六

三
・
六
％

）
で

、
残
り
五

千
百
十
四

件
は
、
緊

急
性
の
な
い

問
い
合
わ
せ

、
病
院
照
会
、
苦
情

・
相
談
、
い
た

ず
ら
な

ど
で
し
た

。

一
一
九

番
は

、
市
民
と
消
防
を

結
ぶ
生
命
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ソ
」

で
す

。

緊

急
性
の
な
い

電
話
で

、
回
線

が
ふ
さ
が

っ
て
い

る
と
、
本
当
に

必
要
な
人
が
一
一
九
番
を
使
え
な

く
な

っ
て

し
ま
い
ま
す

。

「
火
事
」
や

「
救

急
」

の
時
に

は
、
早
く
、
正
し
ぐ
通
報
す
る
こ

と
が
、
被
害
を
少
な
く
し
、
皆
さ

ん
の
生
命
や
財
産
を
守
り
ま
す
。

一
一
九
番
通
報
は

あ
わ
て
ず
落
ち
着
い
て

市
内
で
掛
け
た

一
一
九
番

通
報

は
、
す

べ
て
市
消
防
局

通
信
指
令

管
制
室
に
入
り
ま
す

。

通
報
を
受
け

た
職
員
は
、

「
火

事
か
救
急
か
」
「
住
所
「
名
前
」

「
現
場
の
目
標
」
な
ど
を
通
報
者

に

問
い
か
け
ま
す
。

そ
の
際
、
現
場
の
目
標
が
は
っ

き
り
し
な
い
と
、
ど
こ
に
出
動
し

た
ら
い
い
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

日
ご
ろ
か
ら
、
住
所
・
名
前
・

目
標
物
な
ど
を
書
い
た
メ
モ
を
、

電
話
の
そ
ば
に
置
い
て
お
く
と
、

緊
急
の
時
に
役
立
ち
ま
す
。

各
消
防
署
へ
の
出
動
指
令
は
、

通
報
の
内
容
を
同
時
に
聞
い
て
い

る
別
の
職
員
が
出
し
ま
す
。

で
す
か
ら
、
あ
わ
て
ず
落
ち
着

い
て
職
員
の
問
い
か
け
に
答
え
て

下
さ
い
。

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
の

ご
利
用
を

一
一
九
番
は
、
緊
急
通
報
で

す
。

緊
急
性
の
な
い
場
合
に
は

、
市
消

防
局
の
一
般
電
話
や
テ
レ

ホ
ン

サ

ー
ビ
ス
な
ど

を
ご
利
用
下

さ
い

。

▽
火
事
や
災
害
の
問
い
合

わ
せ
・
＝

四
6
2－
0
1
1
9

番

病
院
案
内
…
公
－
の
「
救
急
医

療
体
制
」
を
ご
覧
下
さ
い
。

市
消
防
局
一
般
加
入
電
話
・
亠

6
3－
1
1
1
1

番

「
一
一
九
番
の
日
」

キ
ャ

ン

ペ
ー
ン

日
時
＝
十

一
月

五
日

壬

）
午
後

二
時
上

二
時
三

十
分

会
場
・
＝
高
木
第
二
小

学
校

内
容
＝
・
消
防
音
楽

隊
と
フ

ァ
イ

ヤ
ー
シ
ル

ク
ス
の

演
技
、
防
火

映
画
な
ど

詳
細
・
＝
市
消
防
局

指
令
課
四
6
3

－
1
1
1
1

番

都
市
計
画
変
更
案
の
縦
覧

縦
覧
内
容
＝
松
戸
都
市
計
画
用

途
地
域
の

変
更
案
（
知
事
決
定
）
、

松
戸
都

市
計
画
高
度
地
区
、
防

火
及

び
準
防
火
地
域
の
変
更
案

（
松
戸
市
決
定
）

縦

覧
揚
所
・：
千

葉
県
都
市
部
計

画
課

、
松
戸

市
都
市
部
計
画
課

縦

覧
期
間
：
十

一

月

十

二

囗

（
土
Ｔ

二
十
五
日
（
金
）
〔
土
曜

日
の
午
後
、
日
曜
祝
日
を
除
く
〕

対
象
区
域
・
＝
新
松
戸

一
、
二
、

四
丁
目
、

常
盤
平
三

、
六
、
七

丁

目
、
中

和
倉
、
上
本

郷
北
台
、

小
金
原

一
、
七

、
八
、
九
丁

目
、

和
名
ヶ
谷
関
場
、
五

香
六
実
一

文
字
、
金

ヶ
作
陣
屋

前
の
各
一

部
の
区
域
な

ど

詳
細
＝
市
都
市
部
計
画
課
計
画

係

119番通報を受け、現場に急行

62年の119番通報件数

文
化
ホ
ー
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー

11月

第
四
十
回
松
戸
市
文
化
祭
六
日
ま
で

松
戸
あ
ひ
る
会
三
十
周
年
記
念
展
＝
九
日
～
十
三
日

第
二
十
四
回
丹
青
会
水
墨
画
展
・・
十
五
日
上

干

日

菽
水
書
人
社
瑞
松
書
道
会
ジ
ュ
ニ
ア
展
…
十
七
日
上
千
日

開
館
時
間
は
月
曜
・
祝
日
を
除
く
毎
日
午
前
十
時
～
午
後
六
時

初
日
と
最
終
日
は
、
時
間
の
変
更
も
あ
り
ま
す
。

（
文
化
ホ
ー
ル

冩

い－
7
8
1
0

番
）

映
画
と
人
形
劇
お
は

な
し
キ
ャ
ラ
バ
ン

（
入
場
無
料
・
三
～
九

歳
く
ら
い

が
対
象

テ
レ

ホ
ン
サ
ー

ビ
ス
「
で

ん
わ
お
は
な
し
キ
ャ
ラ
バ
ン

」

公
6
3－

９
９
９
９
番

十
八
日

十
七
日

十
六
日

十

一
日
十
日

十

一
月
九
日

期

日

松
飛
台
市
民
セ
ン

タ
ー

新
松
戸
市
民
セ
ン

タ
ー

図

書

館

本

館

古
ヶ
崎
市
民
セ
ン
タ
ー

常
盤
平
市
民
セ
ン
タ
ー

図

書

館

本

館

会
場

午

後

三

時

～

四

時

午

後
三
時
上

二
時
三
十

分

午

後

三

時

～

四

時

午
後
三
時
上
二
時
三
十
分

時
間

定
員
に

な
っ
た
場
合
は
、
入
場
を
お
断
り
し
ま
す

。

詳
細
・
＝
市
立
図
書
館
1
6
5
－
5
1
1
5
番

生
き
が
い
福
祉
事
業
団

再

生
自
転
車

の
販
売

受

付

け
・
＝
十

一

月

十

八

日
（
金

）

・

十

九
日
（
土

）
の

午

前

九

時

～

午

後

三

時

（

十

九
日

は

午

前

十

一

時
ま

で

）

抽

選

・

販

売
・・
十

一

月

十

九

日

壬

）
午

前

十

一

時
か

ら

会
場
・
生
き
が
い
福
祉
セ
ン
タ

よ
金
ヶ
作
二
七
七
－
四
）

台
数
六
十
台
（
一
台
四
千
円

上

万

円

）

交

通

＝
・
五

香

駅

東

口

か

ら

新

京

成

バ
ス
「
小
新
山
行
き
」
で

、
新

栄
町
入

口
下

車
（
五

香
駅
発
午

前
九
時
十
九
分
・
四

十
八
分
、

十

時
十
七

分
か
あ
り
ま
す
）

抽
選
日

当
日

（
十
九
日

）
は
、

五
香
駅
東

口
午
前
十
時
発
の
マ

イ

ク
ロ
バ
ス

を
運
行
し
ま
す
。

駐

車
場

が
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、

車
で
の

来
場
は
ご
遠
慮
下

さ
い

詳
細
・・
生

き
が
い
福
祉
事
業
団

四
8
4－
3
1
9
1

番

手数料･保険料･各 種税

今
月
の
納
期
は

固
定

資
産
税

・
都
市

計
画
税

（
第
三

期
納
期
限
）
…
十
一
月
三
十
日

早
め
に
納
付
（
納
入
）
お
願

い
し

ま
す

。

安全･確実な

口座振替のご利用を



広
徳
寺
地
図
④
）

小
金
城
王
、
高
城
家
代
々
の
菩

提
寺
で
、
墓
所
は
境
内
の
小
高
い

丘
の
上
に
あ
り
ま
す
。

高
城
氏
は
、
豊
臣
と
北
条
の
争

い
の
時
、
北
条
方
に
つ
き
ま
し
た
。

そ
の

た
め
居
城
の

小
金
大
谷
口

城
は
、
天

正
十
八
年
（
一
五
九
〇
）

に

豊
臣
方
の
浅
野
長
吉

（
後
の
長

政
の
軍
勢
に
攻
め
落
と
さ
れ
て

し

ま
い

ま
し
た
。

時
の
城
主
、
高
城
胤
則
は
、
兵

を
率
い
て
小
田
原
城
に
ろ
う
城
し

て
い

た
た
め
、
城
の

守
り
は
騎
士

二
百

、
軽

卒
三
百

余
り
だ
っ
た
と

い
わ

れ
て
い
ま

す
。

高城家代々の墓

歴史探訪

幸
田
貝
塚
地
図
③
）

流
山
市
の
前
ヶ
崎
台
地
を
目
の

前
に
望
む

、
市
の
最
北
端
の
台
地

上
に
あ
り

ま
す
。

規
模
は

、
南
北
に

約
二
百
五
十

㍍
、
東
西
に
約
百
八
十
㍍
あ
り
、

海
だ
っ
た
現
在
の
水
田
地
帯
か
ら

比
べ
て
十
三
㍍
ほ
ど
高
い
所
に
あ

り
ま

す
。

周
辺
か
ら
出
土
す
る
土
器
は
、

各
時
代
に
わ
た

っ
て

お
り
、
七
世

紀
ご
ろ

の
古
墳
時
代
の
土
師

器
も

出
土
し
て

い
ま
す
。

こ
れ
ら
は

松
戸

ビ
ル
四

階
の
文

化

ホ
ー
ル
に

展
示
し
て

あ
り
ま
す

の
で

、
ぜ
ひ

ご
覧
下

さ
い
（
無
料
）
。

幸
田
遺
跡
か
ら
出
土
し

た
土
器（
文
化
ホ
ー
ル

）

慶
林
寺
地
図
⑦
）

大 永 ４ 年(1524) 、 時 の 小 金 城 主 、

高 城 胤 広 と そ の 子 胤 正 は 上 総 国 小 弓

城 で､ 足 利 義 明 軍 と 戦 い､ 討 ち 死 に し

て し ま い ま し た 。

そ の 後 を 、 胤 広 の 弟 胤 吉 が 継 ぎ 、

高城家の歴代で最も大きな勢力を持

ち 、82 歳 ま で 生 き た そ う で す 。

胤 吉 の 死 後 、 妻 は 髪 を 下 ろ し 、 月

奄 桂 林 尼 と 号 し､ 永 禄 ９ 年(1566)3 月

12 日 に 大 往 生 を 遂 げ ま し た 。

そ の 子 胤 辰 が 、 そ の 霊 を な ぐ さ め

る た め に 建 立 し た の が 桂 林 寺 で 、 そ

の 後 慶 林 寺 と 改 め ら れ ま し た 。

こ こ に は 、 桂 林 尼 の 墓 が あ り ま す 。

享 保15 年(1730) 高 城 清 胤 が 建 立 し

ま し た 。

桂林尼の墓

小
金
大
谷
口
城
達
摩
口
跡

（
地

図

⑥

）

こ
こ
は
、
か
つ
て

小
金
領
を

支
配
し
て
い

た
高
城
胤
吉
が
七

年
か
か
っ
て
築
き
上
げ
た
小
金

大
谷

口
城
の

東
北
側
に
位

置
し

、

家
老
家
敷
と
の
間
に
回
転
橋
が

か
か
っ
て
い
た
所
で
す

。

昭
和
六
十
三
年
四
月
か
ら
公

園
と
し
て
開
放
し
て
い
ま
す
。

一月寺⑩）

江戸時代は、普化宗 （現在はほ

かの宗派）の寺で虚無僧寺ともい

われていました。普化宗の寺院で

は、経典もなければ仏事も行いま

せん。江戸時代、幕府は増え続け

る浪人の再仕官までの一時的、便

宜的な手段として虚無僧を利用し

ました。着ながしに袈裟をかけ、

深編み笠をかぶり、尺八を吹きな

がら行脚し生活をする、一月寺は

こんな虚無僧の東日本での活動の

拠点でした。

虚無僧の服装(文化ホール)

大勝院

真言宗豊山派の寺で、もとは、

現在の柏市光ヶ丘にありましたが、

高城胤吉が、小金領大谷口村の自

然の谷を利用し、10 余万坪という

小金大谷口城を完成させた後の天

文６年(TL537)に、城中の鬼門の三

の丸に移されました。大勝院とい

う寺の名は、高城一族の祈願寺と

いうことで、武運を祈ることに由

来しています。

(地図⑤)

東斬寺地図⑨）

徳
川
家

が
信
仰
し

た
浄
土
宗

の
寺
で

、
僧
り
ょ
の
修

行
寺
の

こ
と
を
檀
林
と
い
い
ま
す
が
、
。

関
東
十
八
檀
林
の
ひ
と
つ
に
数

え
ら
れ
て
い

ま
す
。

こ
こ
で

修
行
し

た
僧
の

中
に

は
、
小
金

拳
王
、
高
城
胤
吉
の

三
男
で

、
芝
の

増
上
寺
の

第
十

七
世
住
職
と

な
っ
た
了

学
が
い

ま
す

。

了
学
は

寛
永
九
年
（
一
六
三

二
）
に
行
わ
れ
た
、
二
代
将

軍
徳
川
秀

忠
の

葬
儀
の
大
導
師

を
務
め
た
こ
と
で

も
知
ら
れ
て

い

ま
す
。

歴史興亡夢の跡
紅葉の中一日ブラリと歩いてみませんか

・
○
の
中
の
数
字
は
、
ま
わ
る
順
番
の
例
で
す

日像が生まれた屋敷跡に建つ像師堂

本土寺地図②

こ
の

地
の

豪
族
で

、
熱
心
な
法

華
（
日
蓮
宗
）
の
信
者
で
あ
っ
た
平

賀
忠
晴
が
死
ん
だ
年
の
建
治
三
年

（
三
七
七
）
そ
の
屋
敷
内
に
、

同
じ
平
賀
村
内
か
ら
移
さ
れ

た
法

華
堂
が
、
そ
の
始
ま
り
と
伝
え
ら

れ
て
い

ま
す
。

日
蓮
の
高
弟
で
あ
る
日
朗
が
開

創
導
師
か
務
め

、
日
朗
の

弟
子
の

日
像
（
忠
晴
の
子
）
が
、
こ
こ
の
敷

地
内
で
生
ま
れ
て
い
ま
す

。

日

蓮
直
筆
の

「
諸
人

御
返

事
」

と
「
大
学
三
郎

御
書
」
の
二
つ
の

文
書
と
健
治
四
年
（
三
六
四
）
の

製
作
で

、
県
内
二

番
目
の

古
さ
と

い

う
つ
り

鐘
が
国
の
重
要

文
化

財

に

指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
武
田
二
十
四

将
の
ひ
と

り
で

、
信
玄
と

勝
頼
に

仕
え

、
後

に
徳
川

家
康
に
仕
え
た
秋
山
虎
康

の
墓
市
内
最
古
の
墓
石
で
慶
長

七
年
二

六
〇
二

）
六
月
十
七
日
と

あ
る
〕
と
そ
の

娘
で

、
家
康
の
側

室
と
な
り
、
家
康
の
第
五
男
で
あ

る
武
田
信
吉
（
七
歳
で
小
金
城
主

と

な

り
十

九

歳
で

病
死

）
を

生

ん
だ
秋
山

夫
人

の
墓
が
あ
り
ま
す
。

こ
の

夫
人
の

墓
は
、
信
吉
の
お

い
で
あ
る
水
戸
光
圀
が
貞
保
六
年

（
一
六
八
四

）
に
建
立
し
た
も
の
で

す
。本

土

寺
は
、
近
年
ア

ジ
サ
イ
寺

と
し
て

も
有
名
で

、
ア

ジ
サ
イ
や

ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
の
季
節
に
は
、
た
く

さ
ん
の
人
で
に

ぎ
わ
い

ま
す
。

（
参
拝
料

大
人
三
百
円

、
小
学
生

百
五
十
円

）

現
在

の
北

小
金

駅
南
口
の
先
か
ら
国
道
６
号

線
へ

と
、

南
へ
ほ
ぼ
ま
っ
す
ぐ
に
続
く
道
が
、
江
戸
時
代
の
主

要

な
街

道
の

ひ
と
つ

水

戸
街

道
の
小

金
宿

の
中

心
で

し

た

。

水
戸
街
道
は
、
江
戸
か
ら
水
戸
ま
で
の
約
百
十
六
㌔

を
二

十
の

宿

場
町
で

結

ん
だ

も
の
で

、
小

金

宿
は
江

戸

か

ら
数
え

て
四

番
目

、
松
戸

宿
と

我

孫
子
宿

の
間

に

位
置
し

て

い
ま

し
た

。

当

時

、
水

戸
街

道
往

来
の
大

名
は

、
水

戸
家

な
ど

十
四

家

。

西

に

は
、
小

金
大

谷
口

城

が

あ
り

、
有

名
な

寺
や

神

社

も
周

辺
に
た

く
さ
ん

あ
り

ま
す

。

こ

ん

な
歴

史
を
持
つ

、
小
金

周
辺

を
今
回

は
紹

介

し
ま

し
よ

う

。

深
ま

る
秋
の

中

、
み

な
さ
ん

も
こ
の

マ

ッ
プ

を
手

に

、
一
日

だ

け
昔

を
旅
し

て
み

ま
せ

ん
か

。

新
松
戸

前
野
喜
美
子
さ
ん

四

季
折
々
の
木
々
の
美
し
さ
を

見
に

よ
く
来
ま
す
。

も
と
も
と
絵
や
史
跡
が
好
き
で

そ
れ
を
趣
味
の
し
し
ゅ
う
に
取
り

入

れ
て
い

る
ん
で

す
。

梅
雨
時
の
ア
ジ
サ
イ
と
ハ
ナ
シ

ョ

ウ
ブ
は
、
家
族
で

見
に
来
た
の

で
す
が
、
本
当
に
き
れ
い
で
し
た

こ

れ
か
ら
は
、

も
み
じ
の
紅
葉

が
楽
し
み
で
す
。

鐘 楼 秋山夫人の墓

東
平
賀
貝
塚
地
図
①
）

市
内
で
は
、
こ
れ
ま
で
百
ヵ
所

以
上
の
縄
文
遺
跡
（
一
万
年
～
三

千
年
前
）
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
ほ
ぼ
完
全
な
形
で
残
さ
れ
て

い
る
縄
文
遺
跡
の
ひ
と
つ
で
す
。

本
土
寺
の
参
道
の
わ
き
に
広
が

つ
た
畑
一
帯
の
土
に
ハ
マ
グ
リ
ー

オ
キ
シ
ジ
ミ

ー
サ
ル

ボ
ウ
な
ど
の

白
い
貝
殻
の
か
け
ら

が
ま
じ

っ
て

い

る
の
が
、
よ
く

わ
か
り
ま
す
。

※
畑
の

中
に
は
、
絶
体
に
入
ら

な
い

で
下
さ
い
。

江戸時代の旅篭

玉屋

(地図⑨)

江
戸
後
期
の
旅
篭
で
、
当
時

の
宿
場
町
の
様
子
を
現
在
に
伝

え
て
い
ま
す
。

当
時
、
大
名
や
そ
の
家
来
が

泊
ま
る
と
こ
ろ
が
本
陣
・
脇
本

陣
で
、
一
般
の
旅
人
が
泊
ま
る

食
事
付
き
の
宿
が
旅
篭
、
自
炊

の
宿
を
木
賃
宿
と
い
い
ま
し
た

本土寺の参道道標

(地図⑧)

｢天王脇子どもの遊び場｣ 前に

あり、正面に｢ 平賀本土寺道是よ

り八丁｣､ 右側に文化５年(1808) 戊

辰年三月吉祥日｣と刻まれていますO

現在は常盤線に遮断されていま

すが、本来ここから本土寺への参

道となっていました。

小
金
宿
本
陣
跡
地
図
⑩
）

小
金
宿
で
、
大
名
が
宿
泊
す

る
本
陣
が
こ
こ
に
あ
り
ま
し
た

水
戸
街
道
を
通
っ
た
大
名
（

一
万
石
以
上
）
は
、
定
府
（
ふ

だ
ん
は
江
戸
に
い
る
）
の
水
戸

家
二
十
五
万
石
、
土
浦
の
土
屋

家
九
万
五
千
石
、
笠
間
の
牧
野

家
八
万
石
、
谷
田
部
の
細
川
家

一
万
六
千
三
百
石
な
ど
十
四
家

あ
り
ま
し
た
。

暮らしを考える講演会

｢金融情勢と私たちの暮らし｣

日時…11 月24 日(木) 午後１時

30分 ～３時30分

会場･･･ペリエホール(ＪＲ千

葉駅ビル６階)

講 師…山一証券経済研究所特

別顧問・吉野俊彦氏

定員…450 人

申 込み…11 月15 日(火) までに、

電話で千葉県貯蓄推進委員会

Q0472  ― 23 ― 2290番へ

詳細…松戸税務署063-1171

内線205番

税を知る週間

11月11日～17日

行 事 名 日 時 会 場

税の無料相談

11月12日出

13日日

午前1塒～

午後４時 松戸伊勢丹

11階

ｲﾚ ﾌﾞﾝG
ﾎﾟｯﾄ
）

税のﾊﾟﾈﾙ展

税に関する

書道展

11月12日出

S

17日旧）
午㈲ 勵～

午後4眄

くらしの中の

税金展

(間接税展)

11月11日田

S

16日困

午前10時～
午後4時

柏そごう

８階

連絡通路

赤十字救急法講習会

日時…11 月15 日(火)～18 日(金)

の ４日間、午前８時30 分 ～午

後４時30 分

会場…成田赤十字病院

定員…40 人

費用…テキスト代600 円

申込み…11 月 ７日( 月)か ら電

話で成田赤十字病 院医療社会

事業部00476-22-2311 番へ

くらしのセミナー

期日 内 容 講 師

1/25R 契約のおはなし
-

くらしを脅かす土地問題

弁護士

村干鶴子氏

読売新聞社調査　研究本部主任研究員

干 葉 英 之 氏
2訪

2/ 2瀏 地域社会と消費者運動
主婦連合会常任委員

加藤頁代氏

時間…午前10時～正午

会場･‥市民会館301号室

費用…無料

詳細…消費生活課消費生活係

経営・融資相談

日時…11月16日(水)午前10時

～午後４時

会場‥･市民相談コーナ一

内容…経営および融資全般

相談員…中小企業経営コンサ

ルタント

詳細…商工課振興係

シルバー110番｢高齢者の総合相談｣

千葉県では、高齢者総合相談センターを開設しました。

お気軽にご相談を下さい。

へ 月 火 水 木 金 土

よろず相談･しごと相談 午削９眄～午後５時 午前9時
～正午

専

門

相

談

医 療 相 談 干優1肭
～５眄

法 律 相 談 擂罔富
税 金 相 談 午

１９時
～午後５眄

年 金 等 社 会
保 険 相 談 午前9時～千後ら時

介護総合相談 午前９眄～午後5肭

痴呆性老人
介 護 相 談

午明9眄
～午後5時

リハビリ相談 s&l. S3. X
・日

7豕噺～１４９

栄 養 相 談 函2.函4,金曜日
午１１時～５吶

家 庭 相 談 £1.13.金曜日
午萌qi～午後哂

范2,范4,工曜日
午・９肭～正午

詳細…県高齢者総合相談センターS0472-27-0110 番

年末事業資金を融資します

へ 市 制 度 県 制 度

融資限度額 100万円以内
800万円以内
(組合,1200万円以内)

融資 期間 ６ヵ月以内 ５ヵ月以内

融資 利 率

年5,0％以内

(年3.26％の

利子補給あり)

保障協会保証付
年4.0％以内
保証協会保証なし
年4.5％以内

保 証 料 年0.8％
保証協会保証付年0.8％

受 付 期間 12月24日出まで 12月31日出まで

申 込 先 市役所商工課

・商丁会議所

・県内に本店のあ

る金融機関およ

ひ商工組合中央

金庫

詳細
商工課融資係

商工会議所
064-3111 番

千葉県最低賃金が改正

最低賃金額‥･日額3,863 円 、時

間額483円

産 業別賃金は、12 月ごろから

64年1月ごろまでに改正される

予定です。

適用対象…干葉県内のすべて

の使用者と労働者（パート・

アルバイト等も含む）

詳細…千葉労働基準局賃金課

S0472  ―54-5211 番（24 時 間

テレホンサービスｓ0472 －87

-8181 番 ）

市民センターの使用料

徴収(収納)事務を委託

受託者…松戸市根本387-5 財

団法人松戸市施設管理公社理

事長・佐藤實

委託期間…63年10月21日～64

年３月31日

委託センター名…八柱市民セ

ンター

詳細…地域振興課施設係

マイカー点検教室

日時…11 月15 日（ 火）午前10 時

～午後３時

場所…東部 スポーツパーク

対象･‥運転免許証のある人

費用…無料（昼食付 き）

内容…①学科（ 自動車のしく

み・安全走行のための点検整

備）②実技（タイヤの取りは

ずし・運行前点検方法ほか）

定員…先着40 人

軽作業ができる服装で

申込み…電話で社団法人千葉

県自動車整備振興会松戸支部

・湯浅容92-3311 番へ（午前

９時～午後５時）

労務管理講座

日時･‥11月15日〔火〕午後１時

30分～３時30分

会場…勤労会館３階大ホール

対象…市内事業所の経営者お

よび労務担当者など

定員…100人

講師…慶応義塾大学教授・川

口實氏

テーマ…｢ 労働基準法の改正

について｣(労働時間の短縮・

パートタイマーの年次有給休

暇)

申込み…電話で商工課労政係へｐ



市民会

館ホー

ル市民

劇場

今月のお

もな催し

物

昨
年
の
文
化
祭
か
ら

市民会館ホール 市 民 劇 場

期日 内 容 期日 内 容 開演時間

５圉
劇団こぐま座ぬいぐるみ人形

劇「三びきのこぶた」　　☆
１ ４ ： ００ ５(土) 慰安会（松戸名人会） 13 :3C

６旧） 松戸市文化祭　三曲演奏会 10 :00
６([])松戸市文化祭　松戸合唱祭 12 :30

11宙 「健康づくりの集い」 生活展 9:00

８(火)
地下鉄11号線早期実現住民決

起大会
15 :30

12(土) ｢健康づくり
の集い｣

シンポジウム講演会
10 :00

９(水)
88カワイエキサイティングコ

ンサート　　　　　　　　☆
18 :30 13(日) 琴演奏会 13 :00

11愬 「健康づくりの集い」講演会 9:30 16(水) 老人大学芸能大会 10 :00

1疝 詩吟発表会 16 :30
12(土)
｢健康づくりの集い｣

ジャズ体操
13 :00

20(日) ピアノ発表会 13 :30

13(日) 松戸市文化祭　詩吟の集い 9:30

23㈲ ピアノ、ドリマト ーン発表会 13 :00

15(火) 家庭教育学級合同講演会 10 :00
25宙 室内音楽コンサート　　　☆ 13 :00

20(日) 松戸市文化祭　民謡民踊大会9:30 26山
音楽（ピアノ､電子オルガン）
発表会

13 :00

23㈲ 松戸市文化祭　日本舞踊大会 9:30
27(日) 詩吟発表会 10 : 30

12/3
(土)
松戸ギタークラブ発表会 18 :00

27(日)

実践倫理宏正会講演会 10 :00

チャリティ映画会「はれとき

どきぶた」アニメ　　　　☆

１３ ： ３０

１５ ： ３０

１６ ‘ ５ｎ
４旧 ）合唱コンサート　　　　　☆ 14 :00

市民会館・市民劇場とも、休館日は月曜日です。

☆印のついている催し物は有料です。

詳細…市民会館068-1237 ～8 番、市民劇場S68-0070 番

お年

寄り

が安

心し

て受

けら

れる

老人医療
べんり

な豆知

識
お
年
寄
り
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
と
、
昭
和
五
十
八
年
か

ら
、
七
十
歳
以
上
の
お
年
寄
り
と
六
十

五
歳
以
上
の
寝
た
き
り

な
ど
の
お
年
寄

り
は
、
所
得
に
関
係
な
く
老
人
保
健
の

対
象
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
は
、
老
人
保
健
の
制
度
を
紹
介

し
ま
す
。

健康で楽しい毎日を過ごしています

老
人

保
健
法
に

よ
る
医

療
を
受

け

る
こ

と
が
で

き
る
人
は
、
医
療

保
険
に
加
入
し
て

い
る
人
で

、
七

十

歳
以
上
ま

た
は
市
長
の
認
定

を

受
け
た
六
十
五

歳
以
上
の

寝
た
き

り

な
ど
の

お
年
寄
り
で
す

。

老
人

保
健
法
に

よ
る
医

療
を
受

け
よ
う

と
す
る
場
合
に
は
、
保
険
証

と
市
か

ら
交
付
さ
れ

る
健

康
手
帳

を
医
療
機
関
の
窓
口
で
提
示
し

な

け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

七

十
歳
に

な
ら
れ

た
人
は

、
老

人

保
健
課
ま

た
は

支
所
に

、
保
険

証
を
持
参
し
て

届
け

出
を
し

、
健

康
手

帳
を
受
け
取

っ
て
下

さ
い
。

老
人
保
健
法
に
よ

る
医

療
は
、

七
十

歳
の
誕
生
日
の

属
す
る
日

の

翌
月
か
ら
受
け

る
こ

と
が
で

き
ま

す

。た
だ
し
、

誕
生
日

が
月
の

初
日

の
人
は
、
そ
の
月
か
ら

受
け

る
こ

と
が
で
き
ま
す

。

一
部
負
担
金

老
人
保
健
法
に
よ
る
医
療
を
受

け
る
際
に
は
一
部
負
担
金
を
支
払

わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
額
は
、
外
来
（
通
院
）
受

診
の
場

合
に

は
医

療
機
関
（
病
院

・
診
療

所
）
ご
と
に

一
ヵ
月
八
百

円
（
最
初
の
診
療
日
に
毎
月

支
払

い
ま
す
）
、
入
院
の
場
合
に
は

一
日

四
百
円
で
す
。

た
だ
し

、
市
民

税
非
課
税

世
帯

に
属
す
る
老
齢
福
祉
年
金
受
給
者

で

市

長
の
認
定
を
受
け
た
人
は
、

二
ヵ

月
を
限
度
と
し
て

一
日
三
百

円
と
な

り
ま
す
。
こ
の
制
度
の
適

用
を

受
け

よ
う
と
す
る
人
は
、
老

人
保

健
課
へ
申
請
し
て

、
入
院
時

一
部
負

担
金

減
額
認
定
証
の

交
付

を
受
け
て
下

さ
い

。

医
療
費
の
立
て
替
え
払
い

次
の
よ
う
な
場
合
、
必
要
と
し

た
医
療
費
は
、
一
時
本
人
が
立
て

替
え
払
い
を
し
た
後
に
、
市
に
請

求
し
て
払
い
戻
し
夕
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

①
旅
行
中
な
ど
、
緊
急
や
む
を
得

な
い
事
情
で
健
康
手
帳
か
提
示

で
き
な
か
っ
た
場
合

②
治
療
の
た
め
に
必
要
な
コ
ル
セ

ッ
卜
な
ど
の
治
療
用
具
を
購
入

し
た
と
き

③
基
準
看
護
で
な
い
病
院
へ
入
院

し
て
い
て
、
看
護
担
当
者
に
看

護
に
要
し
た
費
用
を
支
払
っ
た

と
き

④
移
送
に
要
し
た
費
用

②
か
ら
④
に
つ
い
て
は
、
医
師

が
必
要
と
認
め
た
場
合
に
限
り

ま
す
。

転
出
・
死
亡
の
際
に
は
医
療
受

給
者
証
を
返
還
し
て
下
さ
る
よ

う
、
ま
た
、
保
険
証
に
変
更
が

生
じ
た
際
に
は
必
ず
届
け
出
を

さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

詳
細
…
老
人
保
健
課

目指せ未来の国際人

松戸市中学生・高校生英語発表会
Ａｎｎｉｖｅｒｓａｒｙ　ＳｉＳｆｅｒ　Ｃｉｔｙ Ａｆｆｉｌｉａｔｉｏｎ

ＥＮＧＬＩＳＨＯＲＡＬＣＯＮＴＥＴ

ＭＡＴＳＵＤＯ 　 ＢＯＸＨＩＬＬ

松戸市姉妹都市協会・市教育委

員会の主催による、松戸市中学生

・高校生英語発表会が、10月15日

(土)、市民劇場と勤労会館で行わ

れました。

市内の中・高校生172 人が参加

し、学年別に朗読、暗唱などの各

部門に分かれて日ごろの練習の成

果を競いました。

限られた時間の中で精一杯の表

現をしようと、壇上では身振り、

手振りを交じえて一生懸命に英語

での発表に取り組んでいました。 真剣に発表する生徒たち

根木内中３年

馬渡　亜樹さん

英
語
発
表
会
は
初
め
て
だ
っ
た
し
、
練
習
も
二
週

間
ぐ
ら
い
し
か
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
一
位
（
朗

読
三
年
生
の
部
）
に
な
る
な
ん
て
思
っ
て
も
い
ま
せ

ん
で
し
た
。

去
年
出
場
し
た
先
輩
が
ら
、
感
情
を
込
め
て
、
大

き
な
声
で
ハ
ッ
キ
リ
と
話
す
よ
う
に
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
た
の
と
、
演
劇
部
で
人
前
で
話
す
こ
と
に
慣
れ

て
い
た
の
が
良
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

と
て
も
楽
し
い
経
験
を
さ
せ
て
も
ら
っ
だ
の
で
、

県
大
会
で
も
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
つ
ど
の
歴
史

室
町
幕
府
成
立
後
か
ら
戦
国
時
代

直
前
ま
で
の
松
戸
周
辺
の
様
子

②

千
葉
氏
一
族
の
争
い

千
葉
胤
直
は
、
最
初
は
足
利
成
氏

の
主
要

な
軍
事
力
と
し
て
上
杉
と
戦

い

ま
し

た
が
、
京
都
の
動
き
に
よ

っ

て
上

杉
方
に

内
通
し

、
つ
い
に
は
成

氏
を

裏
切
り
ま
し

た
。

し

か
し

、
千
葉
氏

一
族
の
中
で
も

原
屈

房
は
成
氏
側
に
味
方
し
ま
し
た

。

こ
う
し
た
こ
と
が
千
葉
氏
一
族
間

の
争
い
に
発
展
し
、
胤
房
は
馬
加
千

葉
市
幕
張

）
の
康
胤
を
千
葉
介
に
し

て

千
葉
城
を
攻
め
、
胤
直
と
胤
将
の

父

子
を
多

古
城

（
香
取
郡
多
古
町
）

と
志

摩
城
（
同
郡
同
町
）
に
滅
ぼ
し

ま
し

た
（
康
正
元

年
八
月
＝

一
四
五

五

年
）
。

京
都
に
あ
っ
て
内
紛
を
心
配
し
て

い
た
千

葉
一
族
の
有
力
者
の
東
下
野

守
常
緑
は
、
康
胤
を
討
っ
て
実
胤
を

千

葉
介
に
し

よ
う
と
思
い
、
康
胤
と

胤

房
の
守

る
馬

加
城
を
攻
め
落
し
ま

し
た

（
康
正
元

年
十
一
月
十
三
日
）
。

本
土

寺
大
過
去
帳
二
十
五

日
の
項
で
は

、
そ
の

後
の
戦

い
を

「
享
徳
四

年
（
康
正

元

年
）
十
一
月

、
馬

加
合
戦
二

金

勢
打
入

侯
…
」
と

記
し
て

い
ま
す

。

「
金
勢
」
と
い

う
の

は
原
胤

房
の
こ
と
で

、
お
そ
ら

く
彼

は
こ
の
と
き
小

金
城
主
と
い

っ
た
と
こ
ろ
で

あ
っ
た
の
で

は
な
い
で
し
よ
う
か
。
常
縁

か
ら
馬
加
城
を

奪
い
か

え
し

た
と
考
え
ら

れ
て
い

ま
す
。

翌
康
正
二
年
正
月
に

は
、

上
杉
氏
や
東
氏
を
後
楯
と
し

て

、
市
川
城

（
市
川

市
）
に

立
籠
っ
て

い
た
千
葉

実
胤
、

自
胤
の
兄
弟

を
成
氏
方
の
千
葉

康
胤

と
原
胤
房

が
攻
め
、
同
兄
弟
を
武

蔵

北
豊
島
の
石

浜
と
赤
塚
へ
追
い
散
ら

し
ま
す

（
武
蔵
千
葉
氏
の
発
生
）
。

原
胤
房

が
同
年
六
月
市
川
市
の
真

間
山
弘

法
寺
に

対
し
て

、
「
こ
れ
ま

で

通
り

、
門

前
の
田
畑
や
屋
中
村

、

秋
山
村
を

所
領
し
て

も
よ
ろ
し
い
」

と
い
う

安
堵

状
を
出
し
て

い
る
の
は

以
上
の
よ
ラ

な
事
件
が
あ
っ
た

直
後

の
こ
と
で

す
。

こ
う
し
た
こ

と
か
ら
、
当
時
の
松

戸
市
周
辺
は

ど
う

も
原
胤

房
の
支
配

下
に
あ

っ
た
の

だ
う
っ
と
さ
れ
て

い

る
わ
け
で
す

。

そ
の
後
、
康
胤
は
再
び
東
常
緑
に

攻
め
ら

れ
て

敗
死
し

ま
す
。
そ
し
て

世
状
は
や
が
て
小

康
状
態
と
な
り
、

こ
れ
ま
で
の
千

葉
氏
の

勢
力
は
衰
え

原
氏
の

勢
力
が
大
き
く
な
っ
て
い
き

ま
す
。

（
参
考
資
料
・
松
下
邦
夫

著
「
松

戸
の
歴
史
案
内
」
）

千葉氏の系図



サ
ー
ク
ル

木
目
込
人
形

和
光
会

桐
の
木
を
磨
い
た
胴

体
に
手

際

よ
く
布
地
を
重
ね
て
い
く

と
、
見

る
見

る
人
形

の
形
が
で
き

あ
か

っ

て

い
き
ま
す

。

「
木
目
込
人
形
和
光
会

」
は
、
昭

和

四
十
八
年
に
人
形

作
り
の

先
生
を

中

心
に
発
足
し

ま
し
た

。
会
の

名

称
も
先
生
の

雅
号
に
由

来
し
て
い

ま
す
。

木
目
込
み
人
形

と
い

う
と
た
だ

布
を
は
め
込
ん
で
い
け

ば
良
い
よ

う
に
思
わ
れ
て
い

ま
す

が
、
実
際

に
は
時
代

考
証
も
考
慮
し

な
け

れ

ば
な
ら
ず

、
正

確
な
知
識

が
必
要

と
さ
れ
、
や
れ

ば
や

る
ほ

ど
奥
の

深
さ
に
驚
か
さ
れ
る
と
い
い
ま
す
。

し
か
し

、
決
め
ら
れ

た
約
束
事

に
縛
ら
れ

る
の
で
は

な
く
、
基
本

を
踏
ま
え
た
う
え
で

創
意
工

夫
を

重
ね
て
い

く
創
作
に
醍
醐
味
が
あ

る
と
の
こ

と
。

そ
の

た
め
に

は
勉
強
も
必
要
で

す
し

、
人

形
に

着
せ
る
布
地
も
わ

ざ
わ

ざ
京
都
か
ら
取
り
寄
せ

る
と

い
い

ま
す
。

人
形
に
は
錦
襴
巾
緞
子
な
ど
、

き
ら
び
や
か
な
生
地
が
使
わ
れ
ま

す
が
、
出
来
上
が
っ
て
み
る
と

、

調
和
の

と
れ
た
華
や
か
さ
の
中
に

不
思
議
な
落
ち
着
き
が
感
じ

ら
れ

ま
す
。

会
員
の
中
に
は
男
性
も
お
り

、

大
き
さ
に

も
よ
り
ま
す
が
、

だ
れ

で

も
一
週
間
か

ら
三

ヵ
月
ぐ
ら
い

で
一
体
の
人
形
を
完
成
さ
せ
る
こ

と

が
で
き

る
そ

う
で

す
。

あ

な
た

も

始

め
て

み

ま
せ

ん

か
。

我
流
で
木
目
込
み
人
形
を
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
が
、
子
供
が
学
校

に
上
が
っ
て
手
が
が
か
ら
な
く
な

っ
だ
の
を
機
会
に
入
会
し
ま
し
た

入
会
し
て
四
年
ほ
ど
に
な
り
ま

す
が
、
人
形
作
り
を
通
し
て
歌
舞

伎
や
着
物
な
ど
に
関
す
る
知
識
が

知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
身
に
つ

い
て
い
き
ま
す
。

や
れ
ば
や
る
ほ
ど
人
形
作
り
の

奥
の
深
さ
回
目
を
開
方
せ
ら
れ
る

思
い
が
し
ま
す
。

マ
連
絡
先
・
＝
牧
戸｛
－
6
1
1
1
4
2

3
番

岩

瀬牧
戸
恵
美
子
さ
ん

出来上がりが楽しみです

歯

を

大

切

に

歯ならびの話

③
矯
正
治
療
は
何
歳
く
ら
い
が

よ
い
で
し
ょ
う
か

現
在
、
虫
歯
の
治
療
率
は
年

年
良
く
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
乳
歯
が
生
え
揃
っ

て
か
ら
一
～
二
年
の
内
に
九
〇

％
の
子
供
が
虫
歯
を
作
っ
て
い

る
実
態
は
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て

い
ま
せ
ん
。

乳
歯
の
ひ
ど
い
虫
歯
は
次
に

生
え
変
わ
る
永
久
歯
に
も
悪
い

影
響
を
与
え
ま
す
。
歯
並
び
を
悪

く
す
る
大
き
な
原
因
の
一
つ
で

す
。
不
正
岐
合
は
小
さ
い
時
か

ら
分
か
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
大

き
く
な
る
に
つ
れ
て
目
立
っ
て

来
ま
す

。
子

供
の

あ
ら
ゆ
る
可

能
性
を

考
え
て

、
適
切
な
時
期

に
治
し
て

お
く
の

が
理
想
で

す
。

矯
正

治
療
を

始
め

る
時
期
は
、

大
人
に

な
っ
て
か
ら
で

も
可
能

で
す
が

、
虫
歯
や

歯
槽
の
う
ろ

う
が
完

全
に

治
療

さ
れ
た
健
康

な
歯
で

あ
る
こ
と

が
必
須
で

す
。

悪
い

歯
並

び
に
は

種
々
の
パ

タ
ー
ン

が
あ
り
、
原
因

や
程
度

も
い
ろ
い
ろ
で
す
か
ら

、
治
療

の
時
期

も
違
い

ま
す
。

混
合

歯
列

期
（
乳
歯
と
永
久

歯
が
交
じ

っ
て
い

る
時
期
、
六

歳
ご
ろ
か
ら
十
二
歳
ご
ろ
ま
で
）

か

ら
治
療
を
開
始
す
る
時
も
あ

り
ま
す
し

、
そ
れ
以

後
の

永
久

歯
が
生
え

揃
っ
て
か

ら
の
方
が

期
間
の
短

縮
と
効
率
の
上
か
ら

も
良
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

な

る
べ
く
早
く
か

か
り
つ

け

の
歯
科
医
に

ご
相
談
さ
れ
る
の

が
良
い

と
思
わ
れ
ま
す
。

（
松
戸
歯
科
医
師
会
）

乳歯のうちから虫歯の予防を

ハ

イ

こ

ち

ら

内

線

6

0

0

番

まちの話題をお知らせ下さい。

今年も松戸勢大活躍

新 松 戸 南 中 が 逆 転 優 勝
東葛駅伝

第42回東葛飾地方中学校駅伝競

走大会が、10月22日(土)、松戸か

ら野田までの10区間、32.6kmのコ

ースで行われました。

参加選手は、東葛飾地方６市２

町の69校690人。

青く澄み渡った空の下、沿道に

つめかけた応援団の声援に応え、

レースは大熱戦。

優勝争いは、最終区間までもつ

れ込み、新松戸南中学校が見事逆

転で、５年ぶり２度目の優勝を果

たしました。

今年も松戸勢は、10位以内に５

校が入る大活躍でした。 スタート直後の選手たち(中部小先で)

優勝した新松戸南中のみなさん

新
松
戸
南
中
三
年

松
井
　
正
機
く
ん

僕
の
兄
が
、
三
十
七
回
大
会
に

出
場
し
て
優
勝
し
て
い
る
の
で
、

ぜ
ひ
優
勝
し
た
が
っ
た
。

毎
日
、
み
ん
な
で
が
ん
ば
っ
て

練
習
し
て
き
た
の
で
、
当
日
も
百

％
の
力
を
出
し
き
っ
で
優
勝
で
き

た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

サ
ー
ク
ル
会

員
募
集

明
ペ
ン
習
字
サ
ー
ク
ル

日

時

二
火

曜
日

言

三

回

）

、

午

後
一
時
～
三
蒔

会
場
：
明
市
民
セ
ン
タ
ー

費

用

＝
・
月

二

千

円
（
入

会

金

千

円

）

詳

細
・：

山

岸

四
6
2－
5
5
9
3

番

松
戸
市
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

ス

ポ

ー

ツ

少

年

団

日

時
・
・・
毎
週
日
曜
日
、
午
前
九
時

～

十
一
時

会
場
…
常
盤
平
体
育
館

費
用
・
＝
月
千
円
（
入
会

金
六
百
円

）

詳
細
・・
・
松
田
四
6
2－
6
8
8
9

番

松
戸
児
童
合
唱
団

日

時
・
＝
毎
週
日
曜
日
、
午
後
二

時

～
五
時

会
場
：
市
民
会
館
音
楽
室

対
象
小
学
二
年
生
上
高
校
生

費
用
＝
・
月
三
千
円
入
会
金
二
千

円
）

詳

細
・
二
稲
村

公
6
6－
0
0
1
7

番

松
戸
ク
ロ
ッ
キ
ー
の
会

日
時
毎
週
金
曜
日
、
午
後
六
時

三
十
分
～
八
時
四
十
五
分

会
場
・
市
民
会
館

費
用
・
：
月
二
千
五
百
円

（
入
会
金

二
千
五
百
巴

詳
細
…
中
野

公
6
7
1
6
5
4
7

番

松
戸
市
民
社
交
ダ
ン
ス

日

時
・
＝
毎
週
日
・
水

曜
日

、
午
後

六

時
～
九
時

会
場

：
勤
労
会
館

対
象
中
級
男
女
各
十
人

費
用
＝
・
月
二
千
円
（
入
会
金
千
円
）

詳
細
＝
・
岩
佐
｛
一一
6
2－
6
9
1
6

番

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

ー

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト

第
八
五
団

第
七
〇
団

第

八
団

第
三
七
団

第
三
五
団
第
二
六
団

第
二

四
団
千
葉
第
二
〇
団

ガ
ー
ル
ス

カ
ウ
ト

（
来
春
新
一
年
生
）

第
十
一
団

第
十
団 第
九
団

第
八
団 第

七
団

第
六
団

第
五
団

第
四
団 第
三
団

第
二

団

松
戸
第
一
団

団
　
名
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

（
ｊ

甓
討

）

全
地
域
）

障
害
児

を
対
象

新
松
戸

五

香

稔
台

常
盤
平

小
金
上
本
郷

松
戸

新
松
戸

馬
橋
西

矢

切

ハ
ヶ
崎

筌
地
域
）

障
害
児
を

対
象 小

金
原

松

戸

五
香
六
実

稔
台
八
柱

北
小
金

常
盤
平
活

動
方
面

伊
藤
叩
昌
ｏ
ｏ

松
浦
一
回
口

平
野
－
２
合

田
中
剛
Å
昌
フ

山
岸
厄
－
牙

乙

久
保
剛
－
Ｓ
６
０
０

原
尽
－
雲

６
６

中
村ｎ

―
呂

こ

斎
木
罌
昌
旨

谷
川
－
雲
昌

藤
田
‐
亠
で

宮
下
－
６
０
ｓ
ｏ

伊
藤
ー
昌
ｏ
ｏ

比
佐
－
ふ
昌

大
塚
？
罕
昌

石
井
亠
６
昌

田
中
西
－
忿
ツ

高
橋
剛
－
沍
ｓ
フ

木
村
瑟
－
ｏ
宍

連

作

先

詳
細
…
松
戸
市
ス
カ
ウ
ト
連
絡
協

議
会
・
安
井
戻

Ｊ－
9
1
4
3

番

（
夜
間
）



もよおしもの

昭和64年　松戸市成人式

期日…64年１月15日（成人の

日）

対象…昭和43年４月２日～44

年４月１日に生まれた市内在

住の人

案内状…12月中旬に対象者あ

てに送付します。

詳細…社会教育課青少年婦人

係

ゴミの再利用展

日時…11 月17 日(木)～20日(日)

午前10 時 ～午後６時

会場…常公平市民センター

展示品…家具類･家 電製品( 約

100 点) ほかに古本など

展示品は、市内在住で指定さ

れた日時に市役所に取りに来

られる人に差し上げます( 申

し込み複数の場合は抽選)。

また、環境美化啓発ポスター

の入選作品も展示します。

詳細…清掃第１課再 利用係

障害児のためのミニコンサード

日時…11月12日土)午後２時

30分 ～３時30 分

会場…勤労会館

出演…高橋寛ほか

費用…一般300 円 、障害児・

会員無料

詳細…障害者問題研究会松戸

サークル・金田2545  ― 9380番

松戸史談会「七福神めぐり」

一金ヶ作から殿平賀までｰ

日時…11月７日（月）午前10時

新京成常盤平駅北日集合（雨

天の場合は中止）

コース…祖光院（恵比寿・大

黒天）一金谷寺（毘沙門天）

一福昌寺（布袋尊）一常眞寺

（福禄寿）一広徳寺（弁財天）

一慶林寺（寿老人）一北小金

駅の約10km 、従 歩約 ５時間30

分 （休憩を含む）

費用…資料代300 円（ 昼食は持

参して下さい）

申込み…当日集合場所で

詳細…神尾Q41  ― 2458番

文化財の史跡めぐり

日時…11 月22日（火）･25日（金）

午前10 時 ～午後３時30 分

コース‥･市 役所（地下玄関集

合）→ 戸定館→ 浅間神社（極

相林）→万満寺→新松戸市民

センター（昼食）→本土寺→

文化ホール（解散）

昼食は持参して下さい。

対象…市内在住の人

定員…各回20 人（応募者多数

の場合は抽選）

申込み…11 月ｎ 日（金）〔必着〕

で、往復ハガキに住所・氏名

・年齢・電話番号･ 希望日（第

２希望 も）を記入し、〒271

松戸 市根本387-5 松 戸市教育

委員会社会教育課「史跡め ぐ

り係」ヘ

ハガキ１枚で２人まで申し込

めます（２人の住所・氏名を

明記）。

詳細‥･社 会教育課文化財係

お菓子の会

展示・チャリティー試食会

日時…ｎ月９日(水)･10 日(木)

午 前10 時 ～午後５時

会場…婦人会館２階談話室

費用…入場無料

詳細…上田S67-9530 番･

矢切オリエンテーリング大会

日時…11 月13 日（ 日）午前８時

30分集合（雨天中止）

集合場所…矢切小学校校庭

費用…１人200円（保険料含む）

種目…親子（親と小学校３年

生以下）、少年 ・少女Ａ（小

学校３年生以下の グループ）、

少年・少女Ｂ（小学校４～６

年生のグループ ）、オープン

（上記以外の グループまたは

個人）

詳細…青少年相談員・野間登

63-4447 番

矢切成人学校

｢女性の生き方｣

日時…ｎ月９日(水)午前９時

30分～11時30分

会場･‥健康増進センター２階

会議室

講師…弁護士・平山知子氏

申込み…電話で社会教育課成

人教育係へ

家庭教育学級合同講演会

｢子育て・親育ち

子供が架ける虹の橋｣

日時…11月15日(火)午前10時

～正午( ９時30分開場)

会場…市民会館大ホール

講師…詩人・滝いく子氏

費用…無料

詳細…社会教育課成人教育係

あかしやつまみ画

干支「已」の講習会

日時…11月22日、12月13日の

各火曜日、午前10時～正午

会場…常盤平市民センター

費用…1,500円

持ち物…専用ピンセット、和

バサミ、のり板、おしぼり

申込み…電話で蜷川音88-73

65番へ

講演会「料理 する心」

一健康づくりは

我が家の食卓からー

日時…11月21日(月)午後１時

30分～３時30分

会場…勤労会館

講師…赤堀料理学園長・赤堀

千恵美氏

定員…先着50人

申込み…電話で健康管理課小

金方面保健室へ

映写会・男はつらいよ

｢夕焼け小焼け｣

日時…11月10日(木)午後１時

から

会場…東部老人福祉センター

対象…市内在住の60歳以上の

人

主演…渥美清

詳細…東部老人福祉センター

092  ― 3701番

けやき並木も秋一色です

おし

らせ

市役所(66)1111# 常盤平支所(87)2131

小金支所(41)5101# 小金原支所(44)4151

六実支所(85)0113# 馬橋支所(45)2131

新松戸支所(43) 5111･ 矢切支所(62)3181

東部支所(92)3061

水墨・墨彩画による

年賀状の書き方教室

日時…11月20日・27日の各日

曜日、午前10時～正午

会場…矢切公民館

講師…石井白藤氏

費用…1,000円

定員…30人

持ち物…筆(大・小)、墨汁、

絵具(顔彩) 、絵具皿、筆洗、

半紙、下敷、布片

申込み…電話で小島062-54

48番へ

市民女性サッカー教室

日時…11 月12 日・19 日・26 日。

12 月 ３ 日・10 日 ・17 日の 各土

曜日、午後２時～４時

会場…河原塚小学校校庭

12月17 日 は常盤平体育館

対象…一般女性

費用…保険料600 円

申 込み…11 月 ７日(月) 午前８

時30 分から、直接、社会体育

課窓日へ( 定 員になり次第締

め切ります)

詳 細…社会体育課指導係

スポー
ツ
松戸市体育祭

なぎなた大会

日時…11 月13 日（ 日）午前９時

～午後３時

会場…運動公園剣道場

対象…市民（女性）

詳細…松戸市なぎなた連盟・

野日045  ― 0410番

紅葉の奥多摩ハイキング

日時…11月27日(日)午前７時

30分松戸駅西口デッキ上電話

ボックス前集合

ほき先…御岳山、大塚山、御

岳渓谷など

対象…市内事業所の勤労者・

事業主

費用…１人3,500円(往復電車

賃、バス・ケーブル代、保険

料)

持ち物…昼食、雨具

定員…先着30人

申込み…11月11日(金)までに

電話で、松戸職場レクリエー

ション協会・上野S63-4374

番へ( 土・日を除く午前10時

～午後４時)

子どもの本を読む会

日時…11月18日(金)午前10時

～正午

会場…婦人会館ホール

テーマ…子どもと文学

講師…日本児童文芸家協会顧

問・おのちゅうこう氏

定員‥ヽ先着70人

申込み…電話で市立図書館昔

65-5115 番へ

冬の陶芸１日教室

日時‥11月21 日～12月2日の月･

水･ 金 曜日､午 前の部＝ ９時30

分 ～11 時30分 、 午後の部＝２

時～４時（いずれか都合の良

い日１回）

会場…陶松（国保松戸市立病

院裏）

費用…500 円（陶土、焼代別）

申込み…電話で縄文土器を作

る会・小堀S68-7726 番へ

松戸ギタークラブ演奏会

日時…12月３日(土)午後５時

30分開場、６時開演

会場…市民劇場

費用…無料

詳細…佐藤登42-6667 番

卓球教室

日時…11月23日(祝)、12月４

日(日)、午前９時～正午

会場…松飛台第二小学校体育

館

対象…一般市民( 初心者)

費用…無料

申込み…当日会場で

体育館用上履き持参、運動の

できる服装で

詳細…体育指導委員・菊池昔

87-1565 番

家庭婦人ランク別

抽選ダブルス大会(卓球)

日時…11月19日(土)午前９時

から

会場…運動公園体育館

対象…市内在住・在勤の家庭

婦人

費用…１人400円

申込み…11月11日(金)午前９

時から運動公園会議室で行う

組み合わせ会議で受け付け

詳細…卓球協会・戸田S45 －

7328番

地域ヶア講演会

「ゆたかな地域づくり」

日時…11月16日(水)午前10時

～正午

会場…小金原体育館会議室

講師…千葉大学・中村攻氏

定員…先着80人

申込み…電話で健康管理課小

金方面保健室へ

療育相談のおすすめ

日時…11月10日(木)午後１時

～１時30分の間に受け付け

会場…松戸保健所

対象…生後５ヵ月以上で、股

関節脱臼検診未受診者や整形

外科的な心配のある18歳未満

の人

乳幼児は、母子健康手帳を必

ずお持ち下さい。

申込み…電話で松戸保健所保

健指導課容61-2121 番へ

松戸あひる会（絵画）

30周年記念展

日時…11月9日(水卜13 日(日)

午前10時～午後６時(13 日は

午後４時まで)

会場…文化ホール

詳細…及川登64-5877 番

松戸合同フォークダンス

パーティー

日時…11 月13 日（ 日）午前11 時

～午後４時

会場…運動公園体育館

対象…一般市民

費用…300 円

持ち物…運動靴（ヒールの低

い靴）

詳細…望 月登65-7122 番

救急医療体制　　健康保険証を忘れずに／
夜間急病診療所( 毎日)･午後8時～1勁 衛生会館内　　068-3756 番

待機病院( 毎日)･午後5時～午前9時テレホンサービス　登6HO 仰番

緊急休日在宅当直医･午前9時～午後5時ﾃﾚﾎﾝｻｰ ﾋﾞｽ　　 容66-0010番

休日歯科診療所・午前9時～正午 衛生会館内　　　　 昔65ぷ30 番
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